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	(1)計算モデル
	・T71

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・手法：3次元薄層法(震源～基盤)　・手法：伝達マトリクス法(表層)
・ソフト名：tlm3d_flt.exe　　　　　・ソフト名：propagation1d.exe
・作成者：中川博人

	(3)参考文献
	・中川博人：薄層法へのPML適用による波動場の計算精度向上の試み，日本建築学会技術報告集, 第20巻, 第44号, pp.73-78, 2014.2（掲載予定）

	(4)有効振動数と

時間刻み
	・0～1.5 Hz
・時間刻みは0.01秒刻み

	(5)平行成層地盤
	・鉛直方向をGalerkin法に基づき2次要素で離散化, 水平方向は波動解を利用

	(6)波数積分法
	・各振動数ごとの複素固有値結果に基づくモードの重ね合わせで波数積分を表現
・地表震源の処理は特になし

	(7)点震源のモデル化
	・ダブルカップル震源は相反定理により導入した。（観測点を点加振して得られる震源位置でのひずみと震源パラメータから得られるモーメントテンソルを掛け合わせた。）
【参考文献】佐藤・長谷川：三次元薄層要素と軸対象有限要素のハイブリッド法を用いた理論地震動の計算方法、日本建築学会構造系論文報告集, 第414号, pp.55-69, 1990.8

	(8)面震源のモデル化
	・今回はなし


	(9)減衰の導入法
	・ラメ定数を(1-2h2+2ih(1-h2)0.5),h=1/(2Q)等の形で評価，周波数依存性も考慮できる
【参考文献】Chen, J.-C.：Analysis of Local Variations in Free Field Seismic Ground Motion, Ph. D. Dissertation, Univ. of Calif. Berkeley, 1980

	(10) 提出波形に施した波形処理
	・特になし

	(11)その他
	・底面領域を5層のバッファー層(Perfectly Matched Layer(PML))+パラキシャル境界で評価, PMLのパラメータ設定に関しては中川(2014)と同様。計算の効率化のため、薄層の分割数を振動数ごとに変化させた。薄層1層あたりがλ/5よりも荒くならないように分割した。
【参考文献】
Basu, U. and A. K. Chopra：Perfectly Matched Layers for Time- Harmonic Elastodynamics of Unbounded Domains: Theory and Finite- Element Implementation, Comput. Methods Appl. Mech. Engrg., Vol.192, pp.1337- 1375, 2003

Basu, U.：Explicit Finite Element Perfectly Matched Layer for Transient Three-Dimensional Elastic Waves, Int. J. Numer. Meth. Engng., Vol.77, pp.151-176
Hull, S. W.：Dynamic Loads in Layered Halfspaces, Ph. D. Dissertation, Mass. Inst. of Tech., 1985


